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田 村 市 農 業 委 員 会 だ よ り田 村 市 農 業 委 員 会 だ よ り

　

日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
業
務
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　

　

さ
て
、
昨
今
の
地
域
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な

ど
で
耕
作
放
棄
地
の
増
大
が
よ
り
深
刻

な
状
況
で
あ
り
、
農
業
委
員
会
に
よ
る

非
農
地
判
定
に
よ
り
守
る
べ
き
農
地
を

明
確
化
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
委
員
会
に

お
い
て
は
、
毎
月
の
報
告
会
で
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
現

場
活
動
に
お
け
る
情
報
共
有
を
図
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
各
委
員
が
毎
月

１
回
１
農
家
以
上
を
訪
問
し
、
農
政
情

報
の
提
供
や
相
談
活
動
を
行
い
、
担
い

手
へ
の
農
地
等
の
利
用
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
・

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
農
地
利
用
の
最

適
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
て
11

年
を
迎
え
た
今
、
未
曾
有
の
被
害
を
受

け
た
農
業
の
復
興
・
復
旧
を
最
優
先
に

農
業
振
興
の
た
め
関
係
機
関
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
米

作
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
米
価
下
落
が

よ
り
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
農
業
再
生

協
議
会
・
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
な
ど
に
よ
る
、

情
報
共
有
、
生
産
販
売
確
保
等
対
策
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
需
給
・
米
価
安
定

策
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等
を
市
・
県
・

国
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

を
適
正
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
地
域

農
業
の
課
題
や
農
業
者
の
声
を
組
み
上

げ
、
委
員
一
同
総
力
を
上
げ
て
、
地
域

農
業
の
諸
活
動
を
展
開
し
、
田
村
市
の

農
林
業
振
興
の
た
め
、
持
続
可
能
な
農

業
経
営
が
で
き
る
よ
う
皆
様
の
意
見
を

頂
き
な
が
ら
委
員
一
同
協
力
し
活
動
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
皆
さ

ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

会長
吉田 修一

「
農
地
等
利
用
最
適
化
の
推
進
施
策

に
関
す
る
意
見
書
提
出
」

　
昨
年
10
月
19
日
、
農
業
委
員
会
は

農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
次
の
項
目

を
市
の
施
策
に
反
映
す
る
よ
う
田
村

市
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
要
望
内
容
（
抜
粋
）】

①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

　
集
約
化

②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

③
新
規
参
入
の
促
進

④
農
業
の
担
い
手
・
後
継
者
対
策

⑤
有
害
鳥
獣
対
策

▲左から、市長、吉田会長、
　佐藤会長職務代理

「
一
般
社
団
法
人
福
島
県
農
業
会
議

代
表
理
事
会
長
表
彰
」

　
昨
年
11
月
11
日
、
福
島
市
の
「
パ
ル

セ
い
い
ざ
か
」
で
開
か
れ
た
「
令
和
３

年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
」
で

村
上
好
徳
前
会
長
が
「
永
年
勤
続
農
業

委
員
会
長
」
と
し
て
表
彰
を
受
け
、
吉

田
会
長
か
ら
村
上
前
会
長
へ
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
９

年
（
３
期
）
以
上
在
職
し
た
農
業
委
員

会
長
に
贈
ら
れ
ま
す
。
農
業
委
員
と
し

て
長
年
に
わ
た
り
続
け
て
こ
ら
れ
た

地
道
な
活
動
に
感
謝
し
ま
す
。

▲熱心に講演を聴く各委員

令
和
３
年
度
の

令
和
３
年
度
の

農
業
委
員
会
の
出
来
事

農
業
委
員
会
の
出
来
事

「
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
合
同
研
修
会
」

　
昨
年
８
月
20
日
、
委
員
合
同
研
修

会
が
市
役
所
で
開
か
れ
「
田
村
市
の

農
業
」
と
題
し
て
、
本
市
農
業
の
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲左から、吉田会長、村上前会長

情報部会会議

令和 3 年度県下農業委員会大会 農地パトロール事前調査

農地パトロールの実施

　

３
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
昨
年

９
月
21
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
行
い
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
市
内
の
全
農
地
を

対
象
に
、
遊
休
農
地
の
実
態
の
把
握
と

発
生
防
止
と
解
消
、
農
地
の
違
反
転
用

発
生
防
止
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

む
も
の
で
す
。
期
間
中
市
内
を
８
班
に

分
け
、
各
担
当
地
区
の
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
事
務
局
で

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
地
の
利
用
状
況
は
、
山
林
に
接
し

た
農
地
や
大
型
機
械
が
入
れ
な
い
と
こ

ろ
が
か
な
り
増
え
、
荒
廃
・
遊
休
化
が

進
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
年
９
月
か
ら
３
年
８
月
ま

で
に
農
地
法
第
４
条
・
第
５
条
の
許
可

を
受
け
た
転
用
の
進
捗
状
況
は
お
お
む

ね
計
画
通
り
進
行
し
て
い
る
も
の
の
、

一
部
未
着
手
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

▲農地パトロールの様子

●農業者の高齢化
●後継者不足
●経費の増加
遊休農地になってしまうと…
　★雑草・害虫の増加
　★周辺農地への悪影響
　★不法投棄（ゴミ）の増加

遊休農地が増加する要因遊休農地が増加する要因

●農地の有効活用
●中間管理機構への登録
●担い手・受委託の活用 など
●非農地の地目変更
皆さん‼
所有農地の管理状況はどうですか？

今後の対応今後の対応

現
況
確
認
証
明

現
況
確
認
証
明

（
非
農
地
証
明
）

（
非
農
地
証
明
）

提出書類 部数 備考
申請書 2
位置図（案内図） 2 申請地図
土地登記簿謄本 1 法務局発行（３カ月以内のもの）

公図の写しは税務課発行のものでも可公図の写し 1
現況写真 1 数枚（各方向から撮影）
非農地化した経過を示す資料 （1） 内容により提出を依頼
継承関係を確認できる資料 （1） 申請書が承継人の場合 田村市農業委員会事務局(81-1216

忘れていませんか？　こんなとき…
・農地を農地以外で活用する
・農地の権利を移動する
・農地を相続した
・農地に土盛りをしたい

●農業委員会に申請や届け出が必要です。
　まずは電話でご相談ください。

農業情報を分かりやすくお伝えします。
人づくり、経営づくり、に役立ちます。
●毎週金曜日発行
●購読料１カ月 700円（税込）
お申し込みは、農業委員、
農地利用最適化推進委員または農業委員会へ

農業者年金で老後の生活を農業者年金で老後の生活を
安心サポート！安心サポート！

●加入要件
年間 60日以上農業に従事する、国
民年金の第 1号被保険者で 20歳以
上 60歳未満の方　
●保険料額は自由に決められます　
【通常加入】
月額 20,000 円～ 67,000 円まで千
円単位で加入。
●終身年金で 80歳まで保証付き
●税制面で優遇措置があり
●一定の要件を満たす農業者（認定
農業者等）には、保険料の国庫
補助があります。

詳しくは、農業委員会または JAへ
お問い合わせください。

　

現
況
確
認
証
明
（
非
農
地
証
明
）
と

は
、
土
地
登
記
簿
上
の
地
目
が
農
地

（
田
・
畑
等
）
で
そ
の
現
状
が
農
地
以

外
の
土
地
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
農

地
で
な
い
も
の
（
非
農
地
）
と
し
て
認

定
し
、
証
明
す
る
こ
と
で
す
。

●
証
明
の
基
準

　

現
状
の
土
地
の
利
用
状
況
、
非
農
地

化
し
て
か
ら
の
年
数
な
ど
を
考
慮
し
、

担
当
地
区
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
現
地
確
認
を
行
っ
た

う
え
で
認
定
し
証
明
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

次
の
申
請
書
類（
下
表
）を
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
受
け
付
け
は
、
前
月
25
日
頃
か
ら
末

日
ま
で
で
す
。

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
末
日

が
土
・
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
直
前
の

開
庁
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。


